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行なった。培地中の食塩濃度を高めると，エタノール生成量が低下し，グリセロール. 2 ， 3 ーブタ
ンジオール，酢酸，アセトアルデヒド，マンニトールなどの異常醗酵生産物の生成が見い出された。
第 3 章では食塩存在下における菌体内解糖系中間体濃度を調べ，特にフラクトース1.6 ージホスフ
ェイト (FDP) の蓄積がみられ，主として塩によるアルドラーゼの阻害に起因するものであることを















下に伴い εlycerol ， 2 . 3 -butanediol , acetoin, mannitol , acetic acid, acetaldehyde の蓄積が増加する
ことを明らかにした。同条件下で酵母菌体内の frutose- 1. 6-diphosphate，の著量の蓄積， ATPの減
少が見られ， aldolase , triosephosphate isomerase , alcohol dehydrogenase の活性低下と pyruvate から，
acetoin への酵素系と aldehyde dehydrogenase の活性増加を認めている。とくに alcohol dehydrogenase 
の活性低下がヲ|き金となり，解糖系の異常がおこり， NAD の還元バランスを保つために acetic acid, 
2 .3 -butanediol を生成蓄積することが異常醗酵の本質であると説明している口この機構にしたがっ
て立てた理論式がよく異常醗酵の収支を説明することを示した。
また 14C一標識グルコースを用いて得られた理論式の正当性を確認している口
これらの成果は醗酵生理学及び醸造工学の進歩に貢献するところが大きい。よって本論文は博士論
文として価値あるものと認める。
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